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Research Abstract

1. 完全芳⾹環から⼀部脂環式構造に変えることにより、細胞毒性の減少が期待されるプロトベルベリン及び関連イソキノリン化合物につき、プラスミノーゲンア
クチベーター産⽣阻害作⽤を指標に⾎管新⽣阻害活性化合物を検索し、スピロベンジルイソキノリン化合物に⽐較的強い活性を⾒出した。 
2. 天然から安価に⼤量に産⽣するプロトベルベリン化合物に光原⼦価異性化反応により、8,14-シクロベルビン体に導き、位置選択的なC_8-N結合の開裂反応条件
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を⾒出し、⽬的のスピロベンジルイソキノリン⾻格への変換に成功し、スピロベンジルイソキノリン化合物の⼀般的合成法を開拓した。 
3. 8-アルキルプロトベルベリンから前記の⽅法により8-アルキル-8-ヒドロキシスピロベンジルイソキノリン体の合成法を確⽴した。このうち8-エチル体に細胞毒
性が弱く、⾎管新⽣阻害活性の⾼い作⽤を⾒出した。 
4. 上記化合物の活性増強を期待して、エチルの代わりにビニル、フェニル、ベンジル基を導⼊した化合物を合成した。 
5. 8,14-シクロベルビン体の位置選択的なC_<14>-N結合の開裂反応によるベンツインデノアゼピン化合物への誘導法を⾒出した。 
6. 以上の化合物について活性を詳細に検討し、⽬的とする⾎管新⽣阻害作⽤を有する有望な分⼦を設計創出したい。
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